
蚫蚫蚫蚫蚫蚫蚫蚫蚫蚫蚫蚫蚫蚫蚫蚫蚫蚫蚫蚫蚫蚫蚫蚫蚫蚫蚫蚫蚫蚫蚫蚫蚫蚫蚫蚫蚫蚫蚫蚫蚫蚫蚫蚫蚫蚫蚫蚫蚫蚫蚫蚫蚫蚫蚫蚫蚫蚫蚫蚫蚧

蚩 蚫蚫蚫蚫蚫蚫蚫蚫蚫蚫蚫蚫蚫蚫蚫蚫蚫蚫蚫蚫蚫蚫蚫蚫蚫蚫蚫蚫蚫蚫蚫蚫蚫蚫蚫蚫蚫蚫蚫蚫蚫蚫蚫蚫蚫蚫蚫蚫蚫蚫蚫蚫蚫蚫蚫蚫蚫蚫蚫蚫

きょうのニュース

原発新基準での
深刻な事故の懸念について

分からない・
無回答安

全
性
は
向
上
し
て
お
ら
ず
、

事
故
の
懸
念
も
残
る

安全性は向上したが、
事故の懸念残る
安全性は向上したが、
事故の懸念残る

安
全
性
は
向
上
し
て
い
な
い
が
、

事
故
は
起
き
な
い

安全性は向上し、
事故は起きない
4.7%

27.327.3
10.00.0

56.156.1

27.3
10.0

56.1

星
に
寿
命
が

あ
り
、
花
に
無

限

の

命

が

あ

る
。
そ
う
教
え

て
く
れ
た
大
切

な
人
と
の
別
れ
が
テ
ー
マ

だ

さ
よ
な
ら
の
向
う

側
」
は
昭
和
歌
謡
史
に
名

を
残
す
。
山
口
百
恵
さ
ん

は
引
退
の
ス
テ
ー
ジ
で
歌

っ
た
後
、
そ
っ
と
マ
イ
ク

を
置
い
た
▼
写
真

の
篠

山
紀
信
さ
ん
が
百
恵
さ
ん

と
出
会
っ
た
の
は
、
彼
女

が
中
学
三
年
の
時
だ

人

間
が
本
質
的
に
持
つ
暗
さ

が
垣
間
見
え
、
そ
こ
が
他

の
ア
イ
ド
ル
と
違
っ
た
」

と
振
り
返
る
。
優
れ
た
歌

姫
が
そ
う
で
あ
る
よ
う

に
、
登
場
し
た
時
か
ら
華

や
か
さ
と
と
も
に
時
代
の

影
を
身
に
ま
と
っ
て
い

た
。
最
後
の
一
曲
も
、
ど

こ
か
さ
み
し
げ
な
輝
き
を

放
つ
▼
四
十
年
近
く
を
経

た
今
も
、
あ
の
メ
ロ
デ
ィ

ー
は
歌
い
継
が
れ
て
い

る
。
長
男
の
歌
手
三
浦
祐

太
朗
さ
ん
は
母
親
の
曲
を

カ
バ
ー
し
、
全
国
で
ラ
イ

ブ
活
動
を
続
け
る

息
子

で
あ
る
自
分
に
し
か
歌
え

な
い
も
の
を
出
せ
た
ら
と

思
う

と
語
る

表
情
に
面

影
が
重
な
る
。
往
年
の
フ

ァ
ン
に
と
っ
て
は
、
突
然

届
い
た
こ
の
上
な
い
贈
り

物
だ
▼
∧
眠
れ
な
い
ほ
ど

に
思
い
惑
う
日
々

い

言
葉
で
支
え
て
く
れ
た
の

は

あ
な
た
で
し
た
∨
。

「
さ
よ
な
ら
の
｜
」
に
、

こ
ん
な
歌
詞
が
あ
る
。
七

年
前
の
震
災
で
、
誰
か
に

優
し
く
励
ま
さ
れ
た
こ
と

は
な
か
っ
た
か
。
三
月
は

大
切
な
人
を
心
に
呼
び
戻

す
季
節
。
あ
の
時
を
思
い

あ
り
が
と
う

と
言
う
。

概況 週間天気は30面

莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢

莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢

28面

ＨＰ ツイッターにも掲載

テレビ・ラジオ
番組と解説 面
地方版７・８・ 面
文化・文芸 ６面
ひろば 面

莱
おくやみ 11面

変われなかった社会

｜
二
十
三
年
前
の
阪
神
大
震
災
に

人
生
を
根
底
か
ら
揺
さ
ぶ
ら
れ
た
と

聞
く
。

「
強
烈
な
身
体
体
験
で
あ
り
、
自

ら
の
決
定
的
な
変
わ
り
目
と
な
っ

た
。
人
生
観
、
世
界
観
全
て
が
ひ
っ

く
り
返
り
、
そ
れ
ま
で
書
い
て
き
た

作
品
を
全
否
定
し
、
ど
こ
か
違
う
場

所
に
行
き
た
く
な
っ
た
。
ひ
と
ま
ず
、

自
分
が
歩
ん
で
き
た
二
十
世
紀
を
振

り
返
り
た
い
。
そ
の
思
い
か
ら
生
ま

れ
た
の
が
、
戦
前
か
ら
経
営
を
続
け

て
き
た
企
業
が
恐
喝
さ
れ
る
小
説

『
レ
デ
ィ
・
ジ
ョ
ー
カ
ー
』
だ
」

｜
東
日
本
大
震
災
は
関
西
地
方
で

も
揺
れ
を
観
測
し
た
。

「
大
阪
市
内
の
デ
パ
ー
ト
に
い
た

が
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
が
止
ま
っ
た
。

自
宅
に
飛
ん
で
帰
り
、
テ
レ
ビ
で
津

波
の
映
像
を
見
た
。
福
島
第
一
原
発

３
号
機
が
水
素
爆
発
を
起
こ
し
た
ニ

ュ
ー
ス
に
接
し
日
本
の
北
半
分
が
壊

滅
す
る
と
思
っ
た
。
政
府
の
発
表
は

真
実
を
伝
え
て
い
な
か
っ
た
。
当
初
、

メ
ル
ト
ダ
ウ
ン
（
炉
心
溶
融
）
と
い

う
言
葉
を
使
わ
な
か
っ
た
の
だ
か

ら
。
被
災
地
の
方
々
に
と
っ
て
、
あ

の
震
災
は
ど
れ
ほ
ど
の
体
験
だ
っ
た

の
か
想
像
が
つ
か
な
い
」

｜
二
つ
の
震
災
は
日
本
社
会
に
何

を
与
え
た
の
か
。

「
ま
ず
、
戦
後
の
日
本
を
振
り
返

っ
て
み
る
。
経
済
は
右
肩
上
が
り
の

成
長
を
続
け
、
国
民
は
ひ
た
す
ら
明

る
い
未
来
を
信
じ
て
き
た
。
一
九
八

〇
年
代
に
は
『
ジ
ャ
パ
ン
・
ア
ズ
・

ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
』
と
ま
で
言
わ
れ
た
。

斜
陽
が
始
ま
っ
た
の
は
九
〇
年
代
半

ば
だ
ろ
う
か
。
北
海
道
拓
殖
銀
行
、

山
一
證
券
が
経
営
破
綻
し
、
不
良
債

権
の
問
題
も
起
き
た
。
日
本
経
済
は

実
は
三
流
だ
っ
た
と
気
付
き
、
一
般

の
生
活
者
に
も
『
未
来
は
ど
う
な
る

の
か
』
と
い
う
閉
塞
（
へ
い
そ
く
）

感
が
生
ま
れ
た
」

｜
萎
縮
し
た
時
代
の
中
で
、
二
つ

の
震
災
は
起
き
た
。

「
い
ず
れ
の
震
災
も
文
明
に
と
っ

て
大
き
な
出
来
事
で
、
人
の
価
値
観
、

生
活
を
大
き
く
変
え
る
き
っ
か
け
に

な
る
は
ず
だ
っ
た
。
し
か
し
、
大
き

な
閉
塞
感
の
中
に
い
た
の
で
、
変
わ

ろ
う
と
い
う
意
識
が
出
な
か
っ
た
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
も
変
わ
ら
な
か
っ

た
。
変
わ
る
力
が
残
さ
れ
て
い
な
か

っ
た
。
日
本
人
は
疲
れ
て
い
た
の
だ
。

二
つ
の
震
災
で
、
た
く
さ
ん
の
人
が

犠
牲
に
な
っ
た
と
い
う
悲
し
い
結
果

だ
け
が
残
っ
た
」

×

×

「
３
・

」
が
ま
た
巡
っ
て
来
る
。

津
波
が
尊
い
命
を
奪
い
、
原
発
事
故

が
苦
し
み
を
強
い
始
め
た
あ
の
日
か

ら
七
年
。
各
界
の
フ
ロ
ン
ト
ラ
ン
ナ

ー
は
、
今
と
い
う
時
代
を
ど
う
見
つ

め
て
い
る
の
か
。
福
島
復
興
の
道
筋
、

未
曽
有
の
複
合
災
害
を
機
に
、
こ
の

国
が
目
指
す
べ
き
将
来
像
を
尋
ね

る
。

莢莢莢莢

莢莢莢莢

作

高
村

薫
さ
ん

「
日
本
は
未
来
へ
の
転
機
を
逃
し
た
」
。
ミ
ス
テ
リ
ー
な
ど
幅
広
い
分
野

の
作
品
を
通
じ
て
社
会
の
有
り
様
を
問
う
作

高
村
薫
さ
ん
は
、
そ
う
指
摘

す
る
。七
年
前
の
東
日
本
大
震
災
と
東
京
電
力
福
島
第
一
原
発
事
故
発
生
後
、

国
民
は
価
値
観
を
変
え
、
国
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
は
大
き
く
転
換
す
べ
き
だ

っ
た
と
。
当
代
き
っ
て
の
語
り
部
は
大
阪
府
内
の
自
宅
で
静
か
に
言
葉
を
紡

ぎ
始
め
た
。

（
聞
き
手
・
編
集
委
員

菅
野

龍
太
）

３
面
に
続
く

莢莢

莢莢

たかむら・かおる 1953（昭和 ）年、
大阪市生まれ。作 。「マークスの山」で
直木賞、グリコ・森永事件を題材とした「レ
ディ・ジョーカー」で毎日出版文化賞、「太
陽を曳く馬」で読売文学賞。2016（平成 ）
年に発刊され、阪神大震災と東日本大震災
を基調に描いた長編「土の記」は野間文芸
賞、大佛次郎賞、毎日芸術賞を受けた。
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莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪

莩

２ 面
本

社

年

間

ス
ロ
ー
ガ
ン

記
事
14
面

69
｜

秋

田

大勢の観覧客の前で作品の魅力を紹介するテオ・ヤンセンさん（右手前）

県
産
農
林
水
産
物
応
援
で
集
い
…
…

米
の
鉄
鋼
輸
入
制
限
に

例
外
な
し

新
出
生
前
診
断
、
施
設
拡
大
へ
…
…

23～
26面

原発 深刻事故懸念56％
全国世論調査 将来ゼロに64％

面
・

莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪

風
を
受
け
て
生
き
物
の

よ
う
に
動
く
美
術
作
品

「
ス
ト
ラ
ン
ド
ビ
ー
ス
ト
」

を
紹
介
す
る
「
テ
オ
・
ヤ

ン
セ
ン
展
ｉ
ｎ
ふ
く
し
ま

２
０
１
８
」
は
三
日
、
い

わ
き
市
の
ア
ク
ア
マ
リ
ン

ふ
く
し
ま
で
開
幕
し
た
。

初
日
か
ら
多
く
の
観
覧
客

が
訪
れ
、
生
命
力
あ
ふ
れ

る
作
品
に
目
を
見
張
っ

た
。
会
期
は
五
月
六
日
ま

で
。（

面
に
関
連
記
事
）

オ
ラ
ン
ダ
の
芸
術

テ

オ
・
ヤ
ン
セ
ン
さ
ん
が

「
海
と
自
然
と
の
共
生
」

を
テ
ー
マ
に
考
案
し
た
作

品
十
三
体
を
館
内
に
展
示

し
て
い
る
。
東
北
初
の
開

催
で
福
島
ガ
イ
ナ
ッ
ク

ス
、
ア
ク
ア
マ
リ
ン
ふ
く

し
ま
、
小
名
浜
ま
ち
づ
く

り
市
民
会
議
、
福
島
民
報

社
で
つ
く
る
実
行
委
員
会

の
主
催
。
オ
ラ
ン
ダ
大
使

館
、
復
興
庁
、
県
、
い
わ

き
市
、
オ
ラ
ン
ダ
ふ
く
し

ま
会
な
ど
の
後
援
。

初
日
は
ヤ
ン
セ
ン
さ
ん

が
自
ら
作
品
を
紹
介
す
る

ス
ペ
シ
ャ
ル
ト
ー
ク
を
催

し
た
。
ス
ペ
シ
ャ
ル
ト
ー

ク
は
四
、
五
の
両
日
も
実

施
す
る
。
四
日
午
後
一
時

か
ら
特
別
講
演
会
も
開

く
。取

材
に
対
し
ヤ
ン
セ
ン

さ
ん
は
、
東
日
本
大
震
災

と
東
京
電
力
福
島
第
一
原

発
事
故
で
被
災
し
た
本
県

の
状
況
に
触
れ
、
「
作
品

を
通
し
、
新
た
な
命
を
生

み
出
す
喜
び
を
皆
さ
ん
と

共
有
し
た
い
。
被
災
し
て

苦
し
ん
だ
思
い
を
乗
り
越

え
、
新
た
な
記
憶
を
重
ね

て
い
っ
て
ほ
し
い
」
と
語

っ
た
。

問
い
合
わ
せ
は
ア
ク
ア

マ
リ
ン
ふ
く
し
ま

電
話

０
２
４
６

２
５
２
５

へ
。

テ
オ
・
ヤ
ン
セ
ン
展
開
幕

福
島
民
報
社
加
盟
の
日

本
世
論
調
査
会
が
二
月
二

十
四
、
二
十
五
日
に
実
施

し
た
東
日
本
大
震
災
と
東

京
電
力
福
島
第
一
原
発
事

故
に
関
す
る
全
国
面
接
世

論
調
査
で
、
原
発
の
安
全

性
は
向
上
し
た
と
思
う

が
、
深
刻
な
事
故
の
懸
念

は
残
る
と
答
え
た
人
が
過

半
数
の

％
に
上
る
こ
と

が
分
か
っ
た
。
安
全
性
は

向
上
し
て
お
ら
ず
事
故
の

懸
念
も
残
る
と
の
回
答
は

％
で
、
大
多
数
が
原
発

事
故
へ
の
不
安
を
抱
い
て

い
た
。

（

面
に
関
連
記
事
）

震
災
か
ら
間
も
な
く
七

年
。
被
災
地
の
復
興
は
「
ど

ち
ら
か
と
い
え
ば
順
調
」

が

％
、
「
ど
ち
ら
か
と

い
え
ば
順
調
で
な
い
」
が

％
で
ほ
ぼ
同
水
準
だ
っ

た
。
国
の
取
り
組
み
は
「
大

い
に
評
価
」
「
あ
る
程
度

評
価
」
が
計

％
だ
っ
た
。

被
災
地
や
第
一
原
発
の
現

状
は

％
が
「
関
心
は
高

く
な
っ
た
」
と
回
答
。
一

般
の
人
が
で
き
る
本
県
の

復
興
支
援
は
「
報
道
な
ど

で
現
状
を
知
る
」
が

％

で
最
多
だ
っ
た
。

今
後
の
原
発
の
在
り
方

は
、

％
が
「
段
階
的
に

減
ら
し
て
将
来
的
に
ゼ

ロ
」
、

％
が
「
い
ま
す

ぐ
ゼ
ロ
」
と
答
え
た
。
「
段

階
的
に
減
ら
す
が
新
し
い

原
発
を
つ
く
り
一
定
数
維

持
」
は

％
、
「
新
し
く

つ
く
り
事
故
前
の
水
準
に

戻
す
」
は
２
％
に
と
ど
ま

っ
た
。
脱
原
発
を
求
め
る

意
見
は
多
数
派
を
占
め
続

け
、
原
発
を
活
用
し
た
い

政
府
は
難
し
い
政
策
判
断

を
迫
ら
れ
そ
う
だ
。

政
府
は
、
原
子
力
規
制

委
員
会
の
新
規
制
基
準
に

基
づ
く
審
査
に
合
格
し
た

原
発
の
再

働
を
進
め
て

い
る
。
し
か
し
「
新
基
準

で
安
全
性
が
向
上
し
、
深

刻
な
事
故
も
起
き
な
い
」

は
５
％
に
と
ど
ま
っ
た
。

※
小
数
点
一
位
を
四
捨
五

入
し
た
。
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